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復旧対策工一般図

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺 図面番号

勝浦郡勝浦町大字棚野

1 1/図示

棚野立川線

令和８年災第１７号棚野立川線復旧本工事(担い手確保型)

復旧対策工一般図
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止めピン
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ラス金網
（菱形金網 2.0*50mm）

コンクリート吹付工 S=1:20

※水抜パイプ(VP50)を2～3m2に1箇所設置する。

種子散布工
種子、肥料、ファイバー(木質繊維)、
接合剤等をポンプの圧力による
スラリー散布

※吹付厚 t=1cm未満

種子散布工 S=1:20
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水抜パイプ(VP50)
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点 名 X座標 Y座標 標高

F-3 96438.740 87366.978 467.718
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事業者名 勝浦町建設課
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工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺 図面番号

勝浦郡勝浦町大字棚野

縦断図

2 1 1/
Vs=1:100
Hs=1:250

棚野立川線

令和８年災第１７号棚野立川線復旧本工事(担い手確保型)

コンクリート吹付工(t=10cm) A=335.4m2

鉄筋挿入工(D19 L=2500) N=48本

種子散布工 A=125.3m2
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コンクリート吹付工(t=10cm)

鉄筋挿入工 @1500*1500
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削孔径φ65

事業者名 勝浦町建設課
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棚野立川線

勝浦町建設課

令和８年災第１７号棚野立川線復旧本工事(担い手確保型)
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棚野立川線

勝浦町建設課

令和８年災第１７号棚野立川線復旧本工事(担い手確保型)
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令和８年災第１７号棚野立川線復旧本工事(担い手確保型)
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棚野立川線

勝浦町建設課

令和８年災第１７号棚野立川線復旧本工事(担い手確保型)
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棚野立川線
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令和８年災第１７号棚野立川線復旧本工事(担い手確保型)
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棚野立川線

勝浦町建設課

令和８年災第１７号棚野立川線復旧本工事(担い手確保型)
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横断図(5/6)

8

崩壊肩

R

Co

H.W.L
転石

TP=455.000

5
.0

0
0

FH=
GH=466.369

NO.1

TP=455.000

3000

SL
=1
3.
3m

NO.1

名称 単位

m2片切掘削（人力） 土砂

数量規格

道路土工

崩壊裾

▽ 473.000 軟岩層

施工前
官民境界

官民

施工後
官民境界

官民

横断図(5/6) S=1:100



工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

事業者名
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勝浦郡勝浦町大字棚野
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棚野立川線

勝浦町建設課

令和８年災第１７号棚野立川線復旧本工事(担い手確保型)

NO.1+4.00

横断図(6/6)
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構造図
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σ28≧15N/mm2

止めピン
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1.5本/m2

ラス金網
（菱形金網 2.0*50mm）

コンクリート吹付工 S=1:20
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図面名
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図面番号

勝浦郡勝浦町大字棚野

構造図

1 0 1 1/図示

棚野立川線

勝浦町建設課

令和８年災第１７号棚野立川線復旧本工事(担い手確保型)

種子散布工
種子、肥料、ファイバー(木質繊維)、
接合剤等をポンプの圧力による
スラリー散布

※吹付厚 t=1cm未満

種子散布工 S=1:20
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コンクリート吹付工
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コンクリート吹付工法肩処理
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ラウンディング

切土法面の法肩は、
原則としてラウンディングを行うものとし、
その形状は上図を参考になめらかな曲線とする。

切土法肩ラウンディング形状図

地山

コンクリート吹付工の法肩は、
上図を参考に法面背後へ流下水が浸透しないように講じる。
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※水抜パイプ(VP50)を2～3m2に1箇所設置する。
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2～3m2に1箇所



展開図

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

事業者名

図面番号

勝浦郡勝浦町大字棚野

展開図

1 1 1 1/図示

棚野立川線

勝浦町建設課

令和８年災第１７号棚野立川線復旧本工事(担い手確保型)
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配置イメージ図（千鳥配置）

◆鉄筋挿入工計画諸元◆
・削孔方法：現場条件II 小型ボーリングマシン（W=3.0m仮設足場）
・削孔径：φ65
・鉄筋径：ネジ節棒鋼 SD345 D19（メッキボルト）
・鉄筋長：L=2.50m
・配置位置：検討断面NO.0+4.00を基準とし、最下段設置高EL=473.00で配置
・配置間隔：縦法長1.50m(4段)*水平1.50m

注）縦間隔は下図を参考に千鳥配置。
水平間隔は道路平面図曲線を考慮し、最下段で最大間隔が基準間隔（1.50m）

・打設角度：斜面直交方向

鉄筋挿入工 SD345 D19
ネジ節棒鋼（メッキボルト）
L=2.50m

鉄筋挿入工 SD345 D19
ネジ節棒鋼（メッキボルト）
L=2.50m
※配置は配置イメージ図参照
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種子散布工 面積求積表

ヘロン公式
A=√{s(s－a)(s－b)(s－c)}
s=(a＋b+c)/2

6.6 7.7 3.2 8.75 10.47

7.7 4.0 8.9 10.30 15.37

8.9 6.0 6.5 10.70 19.50

6.0 4.0 5.0 7.50 9.92

5.0 9.1 5.4 9.75 11.44

9.1 5.6 10.5 12.60 25.46

1.6 11.3 10.5 11.70 7.53

1.6 10.5 11.3 11.70 7.53

3.8 12.6 10.5 13.45 18.04
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種子散布工展開図 S=1:100

コンクリート吹付工展開図 S=1:100

鉄筋挿入工 D19 L=2.50m N=48本
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アウトリガ中間張出(2.5m)
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ブーム長さ

作業半径

TADANO GR-130NL型カタログ参照

フック質量： 0.09t(主巻)

吊り荷 ： 0.23t
※)
(MLB-5W相当)

合計吊荷重： 0.32t

小型ボーリングマシン吊込み作業半径

作業半径：最大R=12.0mまで吊込み可能
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※足場材や小型ボーリングマシン等資材吊込み
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施工計画図(案)

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

事業者名

図面番号

勝浦郡勝浦町大字棚野

図示

棚野立川線

勝浦町建設課

令和８年災第１７号棚野立川線復旧本工事(担い手確保型)

施工計画図(案)

平面図 S=1:250

鉄筋挿入工
D19 L=2.5m

標準断面図 S=1:100

※)小型ボーリングマシンは最大80kgまで分解可能

13t吊ラフテレーンクレーン 定格総荷重表

13t吊ラフテレーンクレーン 主要寸法図
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TADANO GR-130NL型カタログ参照

◆施工手順◆
1.大型土のう等による土留め
2.人力掘削により斜面上部の不安定土塊および起点部摺付け区間の掘削
3.法面整形
4.鉄筋挿入工位置出し
5.コンクリート吹付(t=10cm)
6.クレーンを用いて仮設足場(W=3.0m)設置および小型ボーリングマシン搬入
7.鉄筋挿入工施工
8.仮設足場等解体

人力による不安定土塊掘削

1:
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2

コ
ン
ク
リ
ー
ト
吹
付
(t
=1
0c
m)

大型土のう

崩壊裾

最小回転半径 R=3.8m(4輪)
車両総重量 W=14.5t
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